
分科会評価報告書（令和７年度決算） 

（文教厚生分科会　№２） 

 
（所管課，事業コード） 
事　業　名

（中央図書館　３１２３） 
　図書館運営経費　　　　　　　　　　　　　　　※Ｐ.５８１

 

 
評　　 価 Ｂ

Ａ　十分評価できる　　　Ｂ　やや評価できる 
Ｃ　あまり評価できない　Ｄ　全く評価できない

 【評価に至った理由】 
　本事業は，地域の実情に応じた図書館運営に努めるとともに，電子図書館の活用を含む施

設の利用促進を図り，市民にとって利便性の高い情報拠点として教養および生活文化の向上

に資することを目的として実施されている。 
成果と課題の面としては，本市の人口一人当たり電子図書費を除く図書費・資料費が県内

の図書館設置自治体と比較して低く，鹿行地域の近隣自治体の中でも最下位に留まるなど，

予算の確保状況については厳しい評価にならざるを得ない側面がある。 
一方で，「おはなし会」や「読み聞かせの会」といった各種イベントの開催，開館４０周

年を記念した企画展示の実施，学校図書館との連携推進など，限られた予算のなかで事業目

的に沿った取組を工夫・継続している職員等の努力は高く評価できる。これらを総合的に勘

案し，分科会評価は「やや評価できる」とする。 

 

 
今後の方向性 １

　１　拡充　　２　継続　　３　改善 
　４　縮小　　５　休止　　６　廃止

 【今後の取り組み方と提言】 
他自治体と比較して劣っている図書・資料購入予算について，寄付や寄贈を募る取組は更

なる図書の充実において一定の意義があるものの，本来は当初予算の策定段階において，少

なくとも県平均と同等程度の予算枠を確保すべきであると考える。 
施設および利用環境の整備面においては，中央図書館の照明について市民からの指摘に加

え，分科会の現場調査においても大野分館と比較して照度に差があることを確認した。利用

者の利便性と快適性の向上のため，LED化も含めた照度改善を進める必要がある。また，
自習室への電源タップ設置や敷地内へのキッチンカー誘致といった利用者ニーズに応じた

インフラ整備のほか，電子図書館の広域化を通じた電子図書の充実および予算の効率化につ

いても，積極的な検討を求めたい。 
各種改善を推進し，今後も市民の教養および生活文化の向上に一層貢献する図書館であり

続けるためには，予算の充実が必要であると判断し，分科会評価は「拡充」とする。 


